
東京都 

国際金融都市・東京の実現 
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伊丹 佑介 
東京都 政策企画局 調整部 渉外課 統括課長代理 
  
2004年に早稲田大学法学部を卒業後、同年東京都に入都。 
その後、水道局にて企画や財務を担当。 

総務省、首相官邸、みずほ銀行ロンドン支店への出向を経て、
2017年より現職。 
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日本の現状 
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（資料）FRB、BOE、日本銀行より、金融庁作成 
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（注） 1995年＝１（英国のみ1997年＝１）とする。 
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１ 魅力的なビジネス面、生活面の環境整備 

２ 東京市場に参加するプレーヤーの育成 

３ 金融による社会的課題解決への貢献 

「国際金融都市・東京」構想の３つの柱 
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英語対応を含めた行政手続、税制等のビジネス面や、医療・教育などの生活面の 

環境を整備 

資産運用業やフィンテックを中心に国内外の金融関係プレーヤーの東京市場参入 

を促進 

投資家保護の徹底や世界的に注目されつつあるESG投資の促進などにより、 

金融による社会的課題の解決に貢献 



資産運用業者の育成 
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 東京版EMP（新興資産運用業者育成プログラム）の導入
など資産運用業を活性化 

機関投資家 

ゲートキーパー 

EM EM EM EM 
ミドル・バックオフィス業務 

の受託者等 
金融庁 

EM EM EM EM 

機関投資家 
機関投資家向け 

EMP認知度向上セミナーの開催 

ミドルバックオフィス業務 

の体制構築支援 

機関投資家とEMとの 

マッチングイベントの開催 

金融庁と連携した 

ファストエントリーの実現 

シードマネー提供への 

インセンティブ付与（東京版EMP） 



金融系外国企業の誘致 
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具体的施策 

 2017年度～2020年度の４年間で資産運用業者及び 

フィンテック系の外国企業４０社を誘致 

 2017年度に１０社を誘致済み 

• 金融系外国企業拠点設立補助金  

• 手続の円滑化・英語化  

• 無償コンサルティングサービス  

• 海外誘致窓口 
「Access to Tokyo」  

• 金融ワンストップ支援サービス  

1.日本におけるビジネス 
実現可能性の検討 

2. ビジネスプランの策定 
3. ライセンス登録、 

拠点設立準備 



外国フィンテック 

スタートアップ企業 

東京の金融機関 

（銀行、証券、保険等） 

 プログラムへの参加は無料 

 プログラム期間中、執務スペースを無償提供 

 日本語が不安な方も大丈夫（事務局からのサポートや通訳の手配などを実施） 

【プログラムの特徴】 

 外国スタートアップ企業と国内金融機関等のコラボレー
ションを通じ、東京におけるフィンテックの育成を加速 

フィンテックビジネスキャンプ東京   

フィンテック 

 ビジネスキャンプ 

東京 
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事前セミナー メンタリング、 

ビジネスマッチング 

ビジネスプラン 

の作成 

ネットワーキング 

イベント 

ビジネスマッチング ビジネスプラン 

の発表 

フォローアップ 



東京金融賞  

 ２分野の東京金融賞を2018年度に創設 

  ① 都民のニーズ等の解決に資する画期的な金融商品・ 

    サービスの開発・提供を行う金融事業者 

  ② ESG投資の普及を実践する金融事業者 

 国内のみならず海外の企業も対象 

国際金融都市・東京の象徴となる賞を目指す 

Tokyo Green Bonds 

ニーズや課題を募集 解決策を募集 審査 発表・表彰 
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2月5日 



東京グリーンボンド                                           
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 2017年10月と12月に、国内自治体として初めて、 
「東京グリーンボンド」を発行 

 2018年度も発行 

投資を通じた都民・企業の後押しにより、施策を推進 

 競技施設の環境対策 

 都有施設のZEB化推進 

 上下水道施設の省エネ化 

 公園の整備 

 

機関投資家向け など 

東京グリーンボンド 

 
 

200億円 

機関投資家
向け 
100億円 

個人向け 

 
100億円 
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その他の取組 

 2018年度に、海外金融都市の例を参考にしつつ、東京版金
融プロモーション組織の詳細について検討し、2019年度に
組織を設立 

◆ 官民一体の東京版金融プロモーション組織の設立 

◆ City of LondonとのMoU（合意書）締結 

 2017年12月、①フォーラム
等、②教育、③ESG投資・グ
リーンファイナンス、④プロ
モーション活動の分野における
連携に向けてMoUを締結 
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「国際金融都市・東京」構想                                  

http://www.seisakukikaku.metro.tokyo.jp/GFCT/japanese/index.html 

「国際金融都市・東京」構想ウェブサイト 

http://www.seisakukikaku.metro.tokyo.jp/GFCT/english/index.html 

“Global Financial City: Tokyo” Vision website 
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女性のための金融セミナー専用ウェブサイト        

https://financeseminar.metro.tokyo.jp/ 


